
平成19．年12月26日

　　生保数理………1

生保数理（問題）

問題1．次の（1）から（10）の各問の選択肢の中から正しい答えを1つ選んで、解答用紙の所定の欄

　にマークしなさい。（60点）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O（1）　定常人口において∫五＝o＿x（0≦x≦o，o≧70）、1。一el。：40．5の場合、この人口の平均年

　　　齢に最も近いものは次のうちどれか。

（A）　　　35　　　　（B）　　　36　　　　（C）　　　37　　　　（D）　　　38　　　　（E）　・　39

（F）　　　40　　　　（G）　　　41　　　　（H）　　　42　　　　（I）　　　43　　　　（J）　　　44

（2）　ある集団が原因ノ、β、Cによって減少していく3重脱退残存表を考える。ここで各脱退は

　　　それぞれ独立に発生し、一年を通じて一様に発生するものとする。この3重脱退残存表に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　m　　　おける残存者数がZ、＝m一η・x（O≦x≦一，〃≠0）で表され、かつ各年齢における各脱退率

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n
　　　が〆：〆：g二’＝1：4：6という関秤にあるとすると、原因ノによる絶対脱退率〆＊は、

。1㌧μ一いと表される。ん、とん、に当てはまる数値の組み合わせは次のうちとれれ

　　　　z五一κゴ〃

　　　　　1　　　10
1A）　κ1＝一，た2＝一
　　　　　11　　　11

　　　　　4　　　　7
（D）　　ん1＝一，ん2＝一
　　　　　11　　　11

　　　　　7　　　　4
（G）　　た1；一，た2＝一
　　　　　11　　　11

　　　　　10　　　　1
（J）ん1＝一，ん。＝一
　　　　　11　　　11

（B）

（E）

lH）

　　2　　　　9
疋1＝一，ん。＝一
　　11　　　11

　　5　　　　6
伝＝一，ん。＝一
　　11　　　11

　　8　　　　3
ん1：一，κ。＝一
　　11　　　11

（C）

（F）

（I）

　　3　　　　8
疋1：一，ん2＝一
　　11　　　11

　　6　　　　5
κ＝一　々＝一1　　　　　．　2
　　11　　　11

　　9　　　　2
ん1＝一，た。＝一
　　11　　　11
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（3）　x歳加入、保険料年払全期払込、保険金年度末支払、保険金額1、保険期間η年の養老

　　　保険において、第。（1≦c≦η）年度における危険保険料を、ダとすれば、

　　　　　　〃　　　　　　Σ、P〉

　　　P　一‘＝1　　に等しい式は次のうちどれか。
　　　州　　　・
　　　　　　　Σγ’

　　　　　　　’＝1

（A）

（D）

（G）

（J）

1　　　　　　　　⊥
一　　　　　　　　　　（B）
δ、＝刀　　　　　　　　　δ、、1

　1　　　　　　　　　　　　ソ用
’　　　　　　　　　　（E）　■
o・η　　　　　　　　　　　α工＝1

1　　　　　　　　　　　　〆
■　　　　　　　　　　lH）　’
δ【　　　　　　　δη
いずれにも該当しない

（C）

（F）

（I）

〃十1

δ五＝1

V”十1

α、＝司

ソ”十1

δ【

（4）　40歳加入、保険料年払終身払込、保険金年度末支払、保険金額1の終身保険がある。

　　　予定死亡率が死亡表z、に従う契約の11年経過時点の平準純保険料式責任準備金11り。

　　　と、50歳における予定死亡率だけを大きくしてg；o＝g。。十〇、1Oとし、50歳以外の年齢は死亡

　　　表g工に従う契約の11年経過時点の平準純保険料式責任準備金11騎。があるとする。

　　　このとき、両者の責任準備金の差額｛。1Iη。の値に最も近いものは次のうちどれか。

　　　なお、いずれも予定利率は年2．O％とし、必要であれば、死亡表g工に従う現価率

　　　∂。o＝30．00、δ51＝23，00、ノ、。＝｛＝O．80を用いよ。

（A）　0，041　　　（B）　O．042　　　　｛C）　O．043　　　　　（D）　O．044　　　　　（E）　0，045

（F）　O．046　　　（G）　0，047　　　　（日）　0，048　　　　（I）　O．049　　　　（J）　O．050
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（5）　30歳加入、保険料年払全期払込、保険期間30年の生存保険で、満期まで生存すれば、

　　　満期時に生存保険金1を支払い、満期までに死亡すれば、死亡した年度末に既払込平準

　　　年払営業保険料の70％に利息を付けないで支払う保険を考える。

　　　予定利率は年1．5％とし、予定事業費は以下のとおりとする。

　　　　　　　　新契約時にのみ生存保険金額1に対し0．03、
予定新契約費
　　　　　　　　第5回目までの保険料払込のつど、営業保険料1に対し0．1

予定維持費

予定集金費

毎年度始に生存保険金額1に対し0，001

保険料払込のつど、営業保険料1に対し0．03

このとき、平準年払営業保険料の値に最も近いものは次のうちどれか。必要であれば、
∂、。ゴ21・・9・1・δ、。ゴ・亡8・62一、。十〇・1801・（刺・・何一1／7・78・1を用い兵

くA）　　0．02334　　　　（B）　　0．02473

（F）’　0．02817　　　（G）　0．02932

（C）　O，02561　　　（D）　0．02653　　　（E）　O．02778

（H）　0．03074　　　（工）　　0．03158　　　（J）　　O．03233

（6）　x歳加入、保険料牛払全期払込、保険金年度末支払、保険金額1、保険期間η年の養老

　　　保険において、C（0＜Kn）年経過時点で、延長保険に変更する場合について考える。延

　　　長保険に変更の時点で貸付金がない場合の延長保険の生存保険金額を∫1（∫1〉0）、変更

　　　の時点で貸付金がある場合の延長保険の生存保険金額を∫。（8。＞0）とする。S1とS。の間

　　　に、∫1＝2、∫。の関係が成り立つとき、変更の時点での貸付金の値に最も近いものは次の

　　　うちとれか。

　　　ただし、延長保険に変更時点の解約返戻金を〃＝’㌧＝1＝0，720とし、必要であれば、

　　　δ　＝17，235、ノ　1＝0，915、予定利率j＝1．5％を用いよ。また、延長保険変更後の予
　　　・1η　　　　　　　　川1「1

　　　定事業費は毎年度始に死亡保険金額1に対しO．001、生存保険金額1に対しO，001とする。

なお、変更の時点で貸付金がある場合、延長保険の生存保険金額を計算する際には、変

更時点の解約返戻金から貸付金を差し引き、延長保険の死亡保険金額については変更前

の死亡保険金額から貸付・金を差し引いた額に変更するものとする。また、貸付金について

の利息は考慮しないものとする。

（A）　0，307　　　　　（B）　0，317　　　　　（C）　0，327　　　　くD）　0，337　　　　　（E）　0，347

（F）　0，357　　　　｛G）　O．367　　　　（H）　0，377　　　　く工）　0，387　　　　（J）　0．397
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（7）　次の保険の平準年払純保険料を表す式は次のうちどれか。

　　　ただし、被保険者はXとγの2人とし、Xの年齢はx、γの年齢はyとする。

　　　・保険料払込期間は〃年とし、毎年度始にxが生存している場合、保険料を払い込

　　　　　む。

　　　・　η年経過時点でxが生存している場合、それ以降xの生存を条件に毎年度始に五ず

　　　　　っ年金を支払う。

　　　・保険料払込期間中にxが死亡した場合、xが死亡した年度末に既払込平準年払純
　　　　　保険料に利息を付けないで支払う。

　　　・　xが死亡した翌年度以降、γの生存を条件に毎年度始に1ずつ年金を支払う。

　　　　δ　十δ一δ
　　　列　∫　　y　　〃
（A）

v＝1・（〃）1＝1
1B）

δ十δ一δ
　工　　　．1’　　　ぺγ

氏、。・（〃）1＝。　（C）

δ、十亭、．

（D）・

δ十∂一∂
五　　　y　　　｛レ

　　　　　　　　　　　（E）
　　∂
　　工1η

一”＝δ、十亭、一ペソ

く＝1一（川＝η　　（F）

久＝1・（〃）1＝司

δ　十∂一δ
〃1　■　　　｝　　　｛、！

　　　列4・∂、一㌦・（4）1司
（G）

　　　　　㌦一（〃）二司
（日）

δ十∂十δ
〃「五　　　ノ　　リ
　　　　　　　　　　（I）
　　∂
　　・11

　　δ
　　∬11

∂　十∂一δ
〃i　∬　　　∫　　　耳1」

久、【一（〃）1＝司

（J）　いずれにも該当しない

（8） γ歳の被保険者xとy歳の被保険者γは同じ生命表に属するものとする。

この生命表の死力が年齢に関係なく定数。（＞0）に等しい場合、んに等しい式は次のうち

どれか。

　　　2c　　　　　　　　　　　　　c　　　　　　　　　　　　2c　　　　　　　　　　　　　2c　　　　　　　　　　　　c

（A）　　　　　　　　（B）　　　　　　　　（C）　一　　　　　　　（D）　　　　　　　　（E）
　　2δ＿c　　　　　　δ一2c　　　　　　δ＿c　　　　　　　δ＿2c　　　　　　2δ＿c
　　　2c　　　　　　　　　　　　　c　　　　　　　　　　　　2c　　　　　　　　　　　　　2c　　　　　　　　　　　　　c

（1≡■）　　　　　　　　（G）　　　　　　　　（H）　一　　　　　　　（I）　　　　　　　　（σ）
　　2δ十。　　　　　　δ斗2c　　　　　　δ十。　　　　　　　δ十2c　　　　　　2δ十。

（9）　死亡・就業不能脱退残存表が以下のとおり与えられるとき、。洲の値に最も近いものは次の

　　　うちとれか。

　　　ここで、死亡および就業不能はそれぞれ独立に発生し、1年を通じて一様に発生するものと

　　　する。

50

51

52

z㌘

94，111

93，503

92，828

a㌘

475．

525

578

i工

133

150

170

4

1，149

1，257

1，378

al’

25

29
34

（A）　0．00462　　　（B）　0．00466

（F）　O．98303　　　（G）　0．98306

（C）　0．00471　　　（D）

くH）　O．98309　　　　（I）

0．00476　　　　（E）

0．98313　　　　（J）

O．98300

0．98315
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（lO）　x歳加入、保険料年払全期払込、給付日額δ、保険期間〃年の次の給付を行う災害入院

　　　保険の平準年払純保険料を表す式は次のうちどれか。

【給付内容】

・災害により5日以上入院した場合、入院日数から4目を差し引いた日数と120日との短い

方の日数に給付日額を乗じて得られる金額を災害入院給付金として支払う。．

なお、入院の発生および災害入院給付金の支払は入院日数によらず年央に発生するも

のとし、1年間に2回以上の入院は発生しないものとする。

【記号の定義】

・退院までの入院日数が1日の予定災害入院発生率は、年齢によらず1年間あたり

〆（H，2，…）

・〆一Σ〆

　　　仁5

（A） “・呼■
　　し

　　　⊥
　　　2励（C）v　g

　　　　　　　　　　　万　　1B）

　　　γ　　上

124　　　　　　　　oo

Σプ〆十Σ120・97月
’＝5 @　　　’＝125　　　　　4δ　　　くD）

　　　Σ〆
　　　1＝5
120　　　　　　　　　　　　oo

Σ（j－4）・〆十Σ120・〆

尚　　　　　血　　’＝121　　　　・δ　　（1≡「）

　　　　Σ〆
　　　　’＝5
124　　　　　　　　　　　　棚

Σ（1－4）・〆十Σ120・〆

’二5 @　　　　　’＝125　　　　・δ　　（H）

　　　　Σ〆
　　　　’＝1
124　　　　　　　　　　　　o害

Σ（f－4）・〆十Σ120・〆
’＝5 @　　　軸　　’士125　　　　・δ　　（J）

　　　　Σ〆
　　　　’＝5

絶｝…4
∴　‡・
　　　124　　　　　　　　oo

　　　Σプ〆十Σ120・〆
　　　’＝5　　　　　　　　　　’＝］25

　　　1　一
（Eい…〆・

（G）

（工）

⊥

つ励．
γ9

⊥

つ励．
ゾ9

　　　　　　Σ〆
　　　　　　’＝5
　　　120　　　　　　　　　　　　oo

⊥　Σ（1－4）・〆十Σ120・〆

2肋．1・5　　　　　1・121
v　g　　　　　　血

　　　　　　　Σ〆

　　　　　　　ト5
　　　124　　　　　　　　　　　　〔o

l　Σ（1－4）・〆十Σ120・〆

2ロカ．1土5　　　　　1・125
v　g　　　　　　。コ

　　　　　　　Σ〆

　　　　　　　’＝1
　　　124　　　　　　　　　　　　oo

ユ　Σ（ト4）・〆十Σ120・〆

2肋．1・5　　　　　に125
ソg　　　　　　　的

　　　　　　　Σ〆

　　　　　　　’＝5

δ

　1
・一・
ﾂ

　1
・一・
ﾂ

∂、η

　1
・一・
ﾂ

∂、＝η

一42一



平成19年12月26日
　　生保数理…・・…．6

間題2．一次の①～⑬の空欄に当てはまる数値、記号または言葉はどれか。7ぺ一ジの選択肢の中

から正しい答えを1っ選んで、解答用紙の所定の欄にマークしなさい。（13点）

x歳加入、保険料年払全期払込、保険期問η年の次の給付を行う保険の平準年払純保険料を考
える。

【給付内容】

・満期まで生存すれば、満期時に、「保険金1」および「払い込んだ平準年払純保険料に各払込

時点から予定利率と同じ利率（年複利）による利息を付けた金額の80％」の両方を支払う。

・満期までに死亡すれば、死亡した年度末に、ザ保険金1」および「払い込んだ平準年払純保険

料に各払込時点から予定利率と同じ利率（年複利）による利息を付けた金額の80％」の両方を
支払う。

平準年払純保険料をPとし、各給付現価について、

満期時または死亡した年度末に「保険金1」を支払う給付現価を”、

満期時に、「払い込んだ平準年払純保険料に各払込時点から予定利率と同じ利率（年複利）によ

る利息を付けた金額の80％」を支払う給付現価をノ（2〕、

死亡した年度末に、「払い込んだ平準年払純保険料に各払込時点から予定利率と同じ利率（年

複利）による利息を付けた金額の80％」を支払う給付現価をバとすると、

〃〕＝ノ
　　　エ11

ノ（2」…巨］整］

が一・・P÷工で帆
㌶｝亙一工！1び二一÷l／・

パー・ﾄ【、÷｛
と表すことができる。

次に、Σを分解して整理することにより、

が・ k（1一【一工）

と表すことができる。

更に、括弧内の式を整理することにより、

ノ｛㌧・・戸（［亘］一［更］［至］）

と表すことができる。

以上から、各給付現価を足し合わせて整理し、この保険の平準年払純保険料を求めると、保険

金［更］の［璽］保険の平準年払純保険料と一致することが分純

一43一
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【問題2．の選択肢】

（A）

（F）

lK）

（P）

（U）

3

（1＋fy

∫1

D工十、

ノ1
　・1司

（B）

（G）

lL）

（Q）

（V）

4

（1＋f）’十1

句
D五、、、1

ノ
・1司

（C）

（H）

（M）

（R）

（w）

5

（1＋1）”

8【

c、十、

（〃）、

（D）

（工）

（N）

（S）

（X）

ゴ

。ρ工

5司

4、η

生存

（E）a

（J）”9五

（O）∫【

（・）｛

（Y）養老
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間題3．x歳加入、保険料年払全期払込、保険金年度末．支払、保険期間〃年の養老保険の平準

年払営業保険料について、予定事業費を以下のタイプ別に考える。

タイプ 一予定事業費

■ 新契約時にのみ、保険金額1に対しα

Aタイプ ● 毎年度始に保険金額1に対し7
■ 保険料払込のつど、営業保険料1に対しβ

●

Bタイプ
新契約時にのみ、保険金額1に対しα

● 保険料払込のつど、営業保険料1に対し3β
■ 新契約時にのみ、保険金額1に対しα

Cタイプ ■ 毎年度始に1件あたりε円
● 保険料払込のつど、営業保険料1に対しβ

当該契約では、保険金額を1000000円としたら、どのタイプの予定事業費を用いて計算しても、

平準年払営業保険料が一致するとした場合、次の各問の選択肢の中から正しい答えを1っ選ん

で、解答用紙の所定の欄にマ］クしなさい。（13点）

必要であれば、ζ＝1：0．0417、α／δ、＝■＝0．0012、γ：O．002を用いよ。

（1）　βに等しい式は次のうちどれか。

7 7

（A） ｝チー…　（B）
　　　　∫1司

　　　　7

・（｝。α）…　（E）
　　　　　∫1η

　　　　3γ

　　　　　α
2（㌦十、上）十・

　　　　　工1η

　　　37

（D） 　　　α㌦十、十2γ
　　　・1【

　　　　3γ

（C）

2（㌃十、

　　　3γ

α
　）斗3γ

・11

（F）

・（｝。し）…　（工）

　　　　・1【

　　　　　α
2（㌃十。一一）十・

　　　　　・刀

　　　　γ

（G） ・（什、α）・・／（H）

　　　　　・刀

　　　　37

α
　）一2γ

　　　　　α3（㍗＝■十ガ…）一2γ

　　　　　・1η

（J）

3（㌃十。

r【

（2）　εの値に最も近いものは次のうちどれか。

（A）　　　　l05　　　（B）

（F）　　2，050　　　（G）

　200
16，000

（C）　　　205　　　（D）

（H）　19，500　　　（工）

1，600　　　　（E）

20，000　　　　（J）

2，000．

20，500
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（3）　保険金額を8000000円とすると、Aタイプで算一出される平準年払営業保険料とCタイプで

　　　算出される平準年払営業保険料の差額の値に最も近いものは次のうちどれか。

（A）　13，400円

（F）　14，900円

（B）　13，700円（C）　14，000円

（G）　15，200円（H）　i5，500円

lD）　14，300円

1I）　15，800円

（E）　14，600円

（J）　16，100円
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平成19年12月26日
　生保数理………lO

間題4．x歳の就業者が次の保険に加入した場合について考える。なお、就業不能者でないもの

は就業者であるものとし、就業不能者が回復して就業者に復帰することはないものとする。

・保険料は年払とし、終身にわたって、毎年度始に被保険者が就業している場合、払い込む。

・被保険者が就業のまま死亡した場合、その年度末に1を支払う。

・被保険者が就業不能になった場合、生死にかかわらず、就業不能になった年度の年度末に

　　O．5を支払う。

　　また、就業不能になった年度の翌年度以降、被保険者が生存している限り毎年度始に0．1を

　　支払う。

次の各問の選択肢の中から正しい答えを1つ選んで、解答用紙の所定の欄にマークしなさい。
（14点）

ここで、第。年度末の就業者の責任準備金を、Kω、被保険者が就業不能者の責任準備金を、K

また、平準年払純保険料をPとする。

（1） 第f＋1年度始に被保険者が就業者であった場合の責任準備金の再帰式は

軌㍗・ll二・・一1・ゾ・1∴・…川互刊・ザロ］1＋、い・端、、1＋〃

となる。①の空欄に当てはまる数式は次のうちどれか。

（2）

（A）

（C）

（E）

（G）

（I）

4＋、十1

に、十1一ζ十、）

に、、rll＋、十、）

／い寸〕

／い十〕

（B）

（D）

（F）

（H）

（J）

ll＋、十1

cl、、十1一ζ十、）

に、十、一11＋、）

／い十〕

ピ・峠1／

第。＋1年度始に被保険者が就業不能者であった場合の責任準備金の再帰式は

［至］・、ト・1・塵］・ゾ□］・、十κ

となる。②～④の空欄に当てはまる数式の組み合わせは次のうちどれか。

（A）

（C）

（E）

（G）

（工）

｛②，③，④｝＝｛∫二、、，1，4、、、11

｛②，③，④｝＝｛4、、，’1、、，41、、十1｝

｛②，③，④｝＝lz二、、，41、、，仏、、1｝

｛②，③，④｝＝｛4；十、，al、、，41、、、1／

｛②，③，④｝二｛41、、，z二十、，cl＋、、、十ζ、、）｝

（B）1②，③，④｝＝｛4＋、，1，4＋、十11

（D）｛②，③，④｝＝14＋，，4＋、，4、、、11

（F）｛②，③，④｝＝14、千，4、、，4；、、十1｝

（H）｛②，③，④｝＝14＋、，ぺ十、，4＋、、1｝

／J）1②，③，④1＝｛4、、，∫二、、，¢十，、1＋ζ、、、1）｝
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平成19年12月26日
　生保数理・・…・・’’11

（3） （1）および（2）を利用すると、この保険の平準年払純保険料を表す式は

十伽十…【・・1・区／
　正

となる。⑤～⑥の空欄に当てはまる数式の組み合わせは次のうちどれか。

（A）｛⑤，⑥｝＝｛M二’〕，N二｝

（C）｛⑤，⑥｝＝｛〃二’），（川’十〃二）｝

（E）｛⑤，⑥｝＝｛〃二〔，（川一」V二十1）｝

（・）⑥⑥／－／小・・1・芳／／

11）／d⑥／－／小・・1・音〕1

（B）く⑤，⑥｝：｛M三’），Wζ｝

（D）　｛⑤，⑥｝＝｛川’〕，（M二㌧刈）｝

（・）⑥⑥／一山・／・1一峰〕1

（・）⑥⑥／－／・
ｬ一・1・芳／／

（・）1⑤⑥／一ψ1一・1）・／ザ・寸〕／

以．上
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生保数理 （解答例）

問題1．（60点：各6点）

（1） （C〕 （2） （F）

（3） ｛H） （4） （I）

（5） （G） （6） （F）

（7） （I） （8） （G）

（9） （B〕 （10） （I）

（・＾÷ズいに
　　　　　1O

　z＝α＿xを代入すると
　■

｛一、…1。スー（…1）励

　　　　　　　　　　　　　　o－1o　　　一。1。。・トー・・叫

　　　o＿10　　　　50
　　＝　　　　10＋
　　　　2　　　　　α一10

これが40．5であるので、α＝110となる。

一方、求める平均年齢をアとすると

ア、挫、止一、
　　μ伽　∫（卜・）批

3

〔
6
2

し
2

　α　110
＝＿＝　　　　＝36．67

　3　　3

ピ1

解答：（C）
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（2）9ご：9f：9二一1：4：6より

わ工一1，9ζ一41、〆一4α工、・、一1工〆一61上〆一6α、

となり、Z、十1＝Z工＿α工＿わ工＿c工＝Z工＿o工＿4α、＿6α五＝Z工＿11α工

　　　　　　　　〃　1工一1兀十1一・より、α上一一

　　　　　　　1！

したがって、絶対脱退率〆＊は

　　　　　　　　　　　　　　　　Z－6”
　〃　　α、　　　α工　　　1－6・　　工11
　9工＝　　　　　一　　　　　＝1　工　工＝1
　　にユわ．1、．1上一2α上一3・工　1工一5α工　Z．三”

　　　工　2■　2エ　　　　　　　　　　　　エ11

　　　　　　6　　5となることから、κ1＝一，κ。＝一　となる。

　　　　　　11　　11

（3）く＝1を危険保険料’P『を用いて表すと

p　3p『十1ノγ　＿　γ　　となる。
　工1≡1f　　f工11f－1工1引

両辺にノをかけると、

ソて＝□斗㌧P「十ソ‘十1κ＝【一v㌧一1㌧＝η

これをf！1，2，…，〃について加えると

　　〃　　　　　　〃
㌦Σソ㌧Σ・㌧PF・〆∴㌦一ソ八司

々一1・～一〇であるから｛Σ・㌧Σ1㌧P㌧1皿十’

よってP　　’工1■

〃

ΣlP『〆　ソ岬・1　ひ一・　ソ・

f＝1

Σ〆 　　　　．　1　ノ勺。【Σ

解答：（F）

解答：（H）
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　　　　　　δ　　　　　　δ’　　δ
（4）1、κ。一！－5’，、1κ。一1－1’一1－1’より、

　　　　　　δ　　　　　　　δ　　　δ
　　　　　　40　　　　　　　　　　　40　　　　　　40

　　　　　　　1　　1　11乙。一、1η。一（T一一　）・。ユ

　　　　　　　δ　　δ
　　　　　　　40　　　40

　ここで、

叱一δ、。＝呵・・m山（1・ψ1ポ∂・、）

　　　一δ、。＝呵・ノ、。＝缶｛1打（ρ・バ0・10）・δ・、／

　　　一δ・・一0・1Oツ・ノ、。＝｛・5・・

　よって、

　　　　　　　　　　　　1　　　　　　1
　、、㌧。一、1η。一（　　　1　一一）α。、
　　　　　　　δ・パO・10ソーノ、。＝珂’δ・・δ柵

　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　＝（
　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　30．00＿0．10・　　　・O．80・23．00

　1
　　）・23．OO＝0．049
30．00

1．02

解答：（I）

（5）求める平準年払営業保険料をPヰとすると、収入現価、支出現価は次のようになる。

収入現価：収入営業保険料の現価　　　　　〆・δ、。：珂　　　…（a）

支出現価：生存給付の現価　　　ノ、、｛一　…（・）

　　　　　　死亡給付の現価　　　・‡・…（〃）1、珂…（・）

　　　　　　予定事業費の現価　　　O．03＋O．ヴ・δ　十〇．001・δ　十〇．03グ・ク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　301引　．　　301司　　　　301司

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．’’（d）

これらの収支相等により、（a）＝（b）十（c）十（d）を解き、

　　　　　　　ノl　1　＋0．03＋O．O0！δ
　　　　1　　301司　　　　　30司　　　P；　　　　　　・…δ、、何一…δ、。司一…（〃）二珂

ここで・（〃）馬一（〃）。叶・・ノ、。＝赤

　　　　　　　一・、。丁伽）。。利一・・ノ、。＝÷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一51一



　　　　　　　　　　O．0！5　　　　　　＝237955　　　　　　x3377843＿30x05801＝！4006
　　　　　　　　　　11015

　　　　，　　　　　　0．5801＋0103＋0，001x23．7955
以上より、P；　　　　　　　　　　　　　　　　　一002932
　　　　　0．97．23．7955－0．1．4．8462－O．7．1．4006’’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　解答：（G）

（6）延長保険の死亡保険金額1に対する予定事業費をしプ（1）、生存保険金額1に対する予定事

業費をプ（2）、延長保険に変更時点の貸付金を丘工とすると、∫1、∫。はそれぞれ、

∴与÷い■㍗ll｛一
と表される。

∫1＝2・∫2より、

〃一レ・プ。）・㌦司）、2（剛一（｝レ・プω㌦司）

へ司・プ（2）・㌦司　　　ん司・プ（2）・㌦司

　　　　　　　　　　、2・一ぺ・へ斗4一㌃一／仙㌦司）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ん、司・ジ（2）㌦司

となり、〃一叱司・ジ（’）・㌦司μ工仁一孔司一プG）・㌦司）

　　　　　〃一心司一ジ（’）㌦司
よって、　工＝
　　　　　2・（1一心司一プ（’）・㌦司）

ここで、

〃＝κ標＝α720、㌔【一γ235、丸÷＝0915、予定利率1＝1．5％、プ（1㌧α00はり、

㌧司一㌔“一、㌧十・・・・…（・一・・…）一・・・・…

パ　　＝ノ
川1司 　　＿ノ舳司．

　1＝！＿a・δ　　＿ノ　エ
州1■1　　　工・1：■1　工・l1■1

　　　　　　　－52一

　O，015
昌1－　　　　　x4．8258－O．915＝O．013682…
1．0！5



以上より、、工3
〇二720＿O．01368＿0，001x4．8258

2・（1－O．01368－0，001・4．8258）
＝0．35736…

解答：（F）

（7）求める平準年払純保険料をPとすると

　収入現価は

　P・δ
　　・：【

　となる。

　支出現価は給付毎に

’、■δ工

・P・（M正、1

・　δ一ク
　　ツ　　　η

　よって、収支相等の原員1」より

　P＝刈α工十α｝■oη

　　δ兀、【一（M児＝【

解答：（I）

（・）二ρ工、、伽にん”、、を代入すると、

”久、、か、、か，、刊、、…となる。

ここで、

　　　　　　一〇π　　　　一。〃　　　　　一2cH
πみ＝。ρ工．。ρツ＝e　’e　＝e

よって、

一工　　　固　　　　　　　　　　　　　固　　　　　　　　　　　　　oo
ん／一轣`ぺμ工・・加∫・’’・㍉加・’∫（ソ・・一2c）f加・・

　　　　C　　　　　　C

　　1og1ノー2c　　δ十2c

（ソ・ゼ2〔）’

1・g（ゾ・一2c） 。　1・g（ソ・・一2c）

解答：（G〕
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（・）・1－a?諱^・1。一aキー21・・・・・・…』一・・・・・…ら一・・・…

　　　1ζ斗一f　　ll㌃・一j、。1149・一・133
　　　　　2∫　　　　　2　　　　　2

　よってρ二。；O．97943、ρ二、＝0．97823、ρ二、；0．97676

　したがって、ρ二。＝ρ二。・ρ二、・ρ二、＝0．93584

3かZ二；■Z二も・ρ三…島十一・・‘dい；も・ρ三・一1378＋170－34－1149x093584一・・・…

　　　　　κo　　　　　　　　　’伽　　　　　　　7m　　　　　　　　　　　　　　94111
　　　　　50　　　　　　　　　50　　　　　　　50

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　解答：（B〕

（10）教科書下巻第14章P180より、災害入院保険の平準年払純保険料は、

　　1124　　　　　　　　　　1　。。
12 ｰ（ゴー4）’・1ゲδ・12、Σ120’・fゲδで与えられる・これより・

土124

12 ｰ（f－4）’・1片’δ・12，ン20’・1ゲδ

　　　　　124　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　124

サΣC■4）’で十：羊1209㍗1・“■4）で十：予1209グ・1

　　　　　　　　　Σ¢　　　　　Σφ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　解答：（工）

（参考）予定平均給付日数をτ口’Iとおき、加入年齢、保険期間等を考慮して平準年払純保険料

　を表すと、

　　・一1王

　　Σ吋’｛～

　　　　　D　　　　　　■　　　　δ
　　　　　δ工＝η

　と表される。予定災害入院発生率、予定平均給付日数が年齢によらず一律であることから、

　　皿＿1　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卜1

　　Σひ2’〆．㍗一．。．〆沙1
　　　　　へ　．、、　八、、V｝τ、、国、1け・、
　　　　　δ工＝η　　　　　　δ工、■　　　　　δ工＝■
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となる。ここで、上の解答と比較して、予定平均給付日数は

。＝婁（ト・）・小仏1

Σ〆

で与えられることが分かる。
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問題2．（13点：各1点）（①と②は逆も可。⑨と⑩についても逆も可。）

（O）

（Q〕

（S）

（u）

（G〕

（C）

（R）

（E）

（Y）

（N）

（I）

（P）

（リ

ノ（1）＝ノ

　　　・11

／i（2）＝O．8P・5　　／i　l
　　　　　　【．工＝司

　　　　　π’1C
ノ（3）＝α8P

I1司孤
ここで・い～一㌦、および1可一（1＋一 a’／・

川・
Kv’㌔㌦・（牛’

と表すことができる。

次に、Σを分解して整理することにより、

　　　　0．8P　月一1
ノ（3） ﾑ［Σ｛（1＋帆I（1＋互ゾ㌦｝■（仏一へ・）］

　　　　0．8P
　　　＝　　・｛D、＿（1＋f）”D工、”＿（M「工＿〃工、、）｝

　　　　棚、

　　　　0．8P
　　　－a（1一山一4η）

と表すことができる。

更に、括弧内の式を整理することにより、

　　　　0．8P
ノ（3）一 B／1一仏一（1－mエホH・八）／

　　　　　　　　　（1＋’）”一1”
　　　＝08P｛α五丁∂｝・｝
　　　一α…（久1rl｛）

と表すことができる。

以上から、各給付現価を足し合わせて整理し、この保険の平準年払純保険料を求めると、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一56一



　P・δ　＝ノ（1）十ノ（2）十ノ〔3）
　　　工11
　　　　　一ノ、刀・O・8P・5…工｛・0・8・・（δ、月一5【・ノ五＝㍉）

　　　　　＝ノ1　　＋O．8p・δ
　　　　　　　兀＝1　　　　工1【

従って、

。、。如、。。

　　　　δ　　工：刀
　　　　・1η

よって、保険金5の養老保険の平準年払純保険料と一致することが分かる。

（参考）

平準年払純保険料の80％は、満期時または死亡した年度末に「払い込んだ平準年払純保険

料に各払込時点から予定利率と同じ利率（年複利）による利息を付けた金額の80％」を支払うた

　めに割り当てられるものと考えることができる。

従って、残りの平準年払純保険料の20％で、保険金1の養老保険を購入すると考えれば、

　O．2P＝P　　　　　比1【

　これによって、問題文の解法によらなくても、P＝5く【が得られる。
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問題3．（13点：（1）は5点、（2）・（3）は4点。）

（1） （C） （2） （E） （3） （D）

（1）

　保険金額を∫とすると、Aタイプ、Bタイプの平準年払営業保険料はそれぞれ以下のとおりとな

　る。

・同一1 闌|麦1≒÷（ξ・寸・／）

。（1）、∫伽斗α　∫　α
　　　　　（・一・β）㌦・一・β（く司十㌃）

ここで、P（ノ）＝P（B）より、

　　＿＿、　、＿　　　　　α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　α
（1一物’（㌃十、　十γ）量（1iβ）’（㌃十「）

　　　　　　　　工1司　　　　　　　　　　　工11

よって、β一　　γ

2（く万十、
α
　）十3γ

工：刀

解答：（C〕

（2）

　保険金額を∫とすると、Cタイプの平準年払営業保険料は以下のとおりとなる。

。（・〕，∫（㌔十α）十εα工・∫　α　1
　　　　　　　（・一β）㌦　・一β（什へη）十1一β

　ここで、∫＝1，000，O00とすればP（ノ）＝P（c）より、

　ε＝1，000，000xγ；2，000

解答：（E）

（3）

　（1）に与えられた数値を代入すると、

　　　　　　　　γ　　　　　　　　　0．O02
　β＝
　　　　　　　　α2（O．04！7＋O．0012）十0．006
　　　2（㌃十…十3γ
　　　　　　　　工11

＝O．0218
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ここで、∫＝8，000，ooOとすれば、ε昌2，000より、

・（1）．・（・）＝∫’γε、16・000’2・OOO，1。，。1．

　　　　　　　　1一β　1一β　　1－0．0218

角翠答：（D）
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問題4．　（14点：（1）・（2）は5点、（3）は4点。）

（1） （H） （2） （C） （3） （H）

（1）

　第C＋1年度始に被保険者が就業者であった場合の責任準備金の再帰式は

肘・岬一ψソ・い ｬ一ぺ小㍗・一11｝㍗

…①

となる。

解答：（H）

（2）

　第f＋1年度始に被保険者が就業不能者であった場合の責任準備金の再帰式は

　Z二、丘・、K＝O．リニ、、十ゾZ二十、十1・、、、K…②

　となる。

解答：（C〕

（3）

　②にソ■十’を乗じ第f＋1年度以降最終年齢まで加え整理することにより

　　　　　炉
　、κ＝O∫”　…③
　　　　　D二十、

　を得る。

　次に、①に・川を乗じ整理すると

・lW・・ll・・一・〃・！！・ i・㍍一・叶い・軌㍗

…④
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④に③を代入し整理することにより、

財ψ一・l1州・／・^吋1111一町1・・㍍）・・｝

…⑤

⑤を第1年度以降最終年齢まで加えることにより

・㌘・・ザ・αψ・ ｬ』1・歩）

よって、

・一 ｶ・・ψ…（け㌫）／

を得る。

解答：（H）
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